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 会  議  録 

会 議 名 第３３期小金井市公民館運営審議会第２回審議会 

事 務 局 公民館 

開 催 日 時 平成２７年１０月２２日（木）午前１０時から１１時４０分 

開 催 場 所 公民館本館学習室Ａ・Ｂ 

出 席 委 員 
立川委員長 佐々木副委員長 宮澤委員 國分委員 雨宮委員  

櫻井委員 畠山委員 菅沼委員 川口委員  

欠 席 委 員 今城委員 

事 務 局 員 
前島公民館長 牛込庶務係長 若藤事業係長 大野主査 岡本主任

    

貫井北・東分館

事業運営受託者 
ＮＰＯ法人市民の図書館・公民館こがねい 村山分館長  

傍 聴 の 可 否  可 傍 聴 者 数   ０名 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 

 

会 議 次 第 

１ 協議事項 

 (1)（仮称）新福祉会館建設検討委員会委員の選出について 

 (2)公民館中長期計画策定に向けた進め方について 

２ 報告事項 

(1)東京都公民館連絡協議会委員部会運営委員会について 

(2) 公民館事業の報告について 

３ 審議事項 

(1)（仮称）新福祉会館建設にかかる公民館としての利活用について 

 (2) 来年度の事業について 

 (3)公民館事業の計画について 

４ その他 

配付資料 

(1) 新福祉会館建設検討委員会の概要について 

(2) 公民館事業の報告 

(3) 平成２８年度本館（仮）事業（案）について 

(4) 公民館事業の計画 

(5) 近隣市公民館の状況 

(6) 第１回公民館運営審議会会議録 
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会  議  結  果 

立川委員長  それでは、定刻を過ぎましたので、第３３期第２回審議会を始めさせ

ていただきます。 

 初めに、議事録の承認。 

前島公民館長  公民館長でございます。本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 会議録の承認ということで、既に皆様方には送って確認をとっていた

だいているところですが、第３３期第１回審議会の会議録についてご承

認いただけますでしょうか。 

委 員 全 員   はい。 

前島公民館長  ありがとうございます。 

 続きまして、本日、お配りしている資料について、庶務係長から確認

させていただきます。 

牛込庶務係長  庶務係長です。開催通知と一緒に送付させていただきましたものは、

新福祉会館建設検討委員会の概要についてという、ちょっと厚めのホチ

キスどめのものが１つ、公民館事業の報告、平成２８年度本館（仮）事

業（案）についてというＡ４のものが１枚です。続きまして、公民館事

業の計画、５点目が近隣市公民館の状況、第１回公民館運営審議会会議

録を事前に配付させていただきました。 

 本日、追加で配付した資料としましては、公民館中長期計画策定に向

けた進め方（協議資料）、文部科学省公民館の設置及び運営に関する基

準、「月刊こうみんかん」４５０号、「ＫＩＴＡＭＡＣＨＩユース」１

７号、「きたまち空間」１９号、「ひがしちょう空間」第２号、委員の方

のみ配付で平成２７年度４月からの実施分の事業一覧、過去の審議会に

おいて配付しました資料を本日、追加で配付させていただきました。 

 以上です。 

立川委員長  大丈夫でしょうか。 

 

１ 協議事項 

 (1) （仮称）新福祉会館建設検討委員会委員の選出について 

立川委員長  それでは、議事に入らせていただきます。まず最初に、新福祉会館建

設検討委員会委員の選出についてです。 

前島公民館長  公民館長です。案につきましては、後ほどご議論いただきます（３）

審議事項のアにも関連していくことだとは思うんですが、地域福祉課よ

り委員長あてに、本件、設置された検討委員会につきまして、１人、推

薦依頼が来ております。お一人、審議会から推薦者を選出していただき

たいと思っております。 

 なお、先ほど説明いたしましたが、本日、新福祉会館建設検討委員会

の概要についてというのを事前に配付させていただきましたので、内容

についてはこのとおりだという形になっております。スケジュールが概

要についての下のほうに記載されておりますが、早急に福祉会館を建設

したいところから、かなりタイトなスケジュールとなっておりますの

で、お手数をおかけしますが、ぜひ協力していただきたいと思っている
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ところでございます。 

 また、この検討委員会は公民館運営審議会委員の方の推薦となってお

りますが、公民館運営の立場よりご意見をいただきたく、公民館運営の

調査、審議を担う審議会より委員会委員１名をご推薦賜りたく、ご協力

をお願いしますということで、委員長あてに市長から来ているところで

ございます。 

 雑駁ですが、以上です。 

立川委員長  それでは、代表で出たいというご希望があれば、まずは聞いてみてと

いうことですね。どなたか、ぜひ代表で……。 

畠 山 委 員   その前に、よろしいですか。この新しい建物の中には公民館は入るん

ですか。名前も出てなかったような気がする。 

前島公民館長  公民館長です。現在、事前にお配りした計画の中には、公民館という

具体的な名称は入っておりません。今までの経過からすると、福祉保健

部と生涯学習部でできるだけ活動の場所を確保していきたいという考

えはあります。したがいまして、活動場所として入っていくという流れ

はできているのかなと。ただ、どのぐらいの規模でとか必要性について

は、市民検討委員会も立ち上がりますので、そちらで考えていくという

流れになったかと思います。したがいまして、市の方針としては、活動

場所は何とかスペース的に確保していく方向の考えはありますが、今現

在のところは公民館機能、事務所は入っていないところであります。そ

れが現状です。 

畠 山 委 員   本部も入らないということですよね。本部もなければ、ＮＰＯも公民

館も入らない。 

前島公民館長  そうです。 

畠 山 委 員   わかりました。 

立川委員長  ということで、出られたいという方がいらしたら。 

菅 沼 委 員   この内容については、今の畠山さんの質問と関連があるんですが、私

は何とかこの新福祉会館に公民館を入れたい、本館の本移転先に考えた

いという意向を持っておりますので、ぜひこの会に委員として出させて

いただきたいということで立候補いたします。 

立川委員長  そのほかに立候補をされる方はいらっしゃるでしょうか。 

畠 山 委 員   私は、菅沼さんは公民館に関しては長年、非常に造詣が深い人ですか

ら、適任だとは思いますよね。我々の意見を、立場を代表して発信して

もらえるだろうと私は感じています。 

立川委員長  異議のある方はいらっしゃいますでしょうか。 

 では、菅沼さんに代表として出ていただくということでよろしいでし

ょうか。 

 では、菅沼さん、よろしくお願いいたします。 

菅 沼 委 員   はい。いろいろ連絡いたしますので、ぜひこの会としてバックアップ

していただきたい。個人の意見で出るのはまずいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

國 分 委 員   確認で申しわけないんですけれども、菅沼さんとお知り合いになって
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日も浅く、菅沼さんのことを把握できておりませんので、確認の意味で

もう一度公民館活動に対する考え方を端的に教えてくださいますか。 

菅 沼 委 員   では、私の言ったことをもうちょっと補足しますと、今回、この福祉

会館が来年の３月末で閉じて、本館が本町分館に仮移転するんですね。

仮移転が決まっているわけですよ。その後の本移転先というのが今、決

まってないので、この新福祉会館も一つの候補なんですね。そういうこ

とも含めて、何とか公民館の本館の移転先を検討したい。この検討委員

会はその一つの役目ですから、その中へ行って、公民館の本館の移転先

についてできるだけ提言をしたい。その提言については、公運審の中の

意見を集約した形で持っていきたいと思っているんですが、ぜひ実現し

たいということで立候補しました。 

國 分 委 員   公民館活動の中心になる場所は非常に重要だと思うので、できればこ

の場所にあるのがいいかなと個人的には思っているんですけれども…

…。 

菅 沼 委 員   ここはもう、先ほど言いましたように３月３１日で閉じますから、こ

こはあり得ないですね。 

國 分 委 員   それはこういう検討委員会の結果だとは思うんですけれども、ジャノ

メの下の土地とかいう話も出たりとかはちょっと聞いているんですけれ

ども、なるべく本当に具体的に拠点をつくってほしいという考え方なの

で。 

菅 沼 委 員   それは、公運審の中でどういう方向に持っていくかを議論したらいい

と思うんです。 

川 口 委 員   すいません。素人でちょっとよくわからないんですけれども、公民館

と福祉会館というのは一体になって活動するものなのでしょうか。それ

とも、公民館は公民館の事業として行い、福祉会館は福祉会館として活

動していくものなのか。その一緒になるメリットとデメリットがよくわ

からないんです。 

國 分 委 員   介護、老人と全部、一緒くたに出てくるので、公民館活動のもっと重

要な視点というか、歴史的な背景があって社会教育としての……。 

立川委員長  では、館長、この辺を端的に。 

前島公民館長  公民館長です。私も勉強した範囲でありますが、経過からすると、本

当の一番最初については公民館本館という形で単独で建設したかった

というのがありました。しかしながら、当時の財政状況で、やはり単独

で建てるのは厳しいと。当時、福祉会館の建設ということもありました

ので、では、一緒に複合施設としてやっていこうという市の決定があり

ました。たまたまそういう形にはなっておりますが、先日の議会等でも

福祉保健部長、生涯学習部長から、その意味があったのかという問いに

ついては、最初の発端はそうですけれども、一緒に活動してきたことで

連携などもかなりありましたし、一つの福祉的な部分と公民館という広

い部分について、小さな共生社会みたいなところもあったのではないか

というお答えをしております。菅沼さんなんかはかなりご存じかと思う

んですが、福祉会館はそのように随分大きく公民館活動が影響している
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ということも考えております。 

立川委員長  もともとは全く別個のものですけどね。 

菅 沼 委 員   菅沼です。先ほどちょっとそういう意見がありまして、私自身の考え

方を言いますと、非常に大ざっぱに言うと、公民館というのはいろいろ

な課題を学習する場で、それを具体的にチームにつくったり、地域につ

くったり、まちづくりにつくったりするベースが公民館活動だと思いま

す。それに対して福祉というのは、公民館活動の中のいろいろなテーマ

はもう福祉と一緒になっているんですね。だから、公民館と福祉は最近

では不即不離といいますか、もう分けられないじゃないか、一緒にやら

ないかんじゃないかと私は個人的には思っています。 

 例えば、公運審の中に社会福祉関係の委員が入っていますね。これは

数年前からそうなっているんですが、やっぱり社会福祉と公民館活動は

もう分けられないよという考え方で入れたと思うんです。そういうこと

もありますし、公民館の講座の中から、例えば老研や子供のプレイパー

クなど、今、いろいろ団体が育っています。その活動は福祉の一種なん

ですね。 

 ということで、私は、公民館と福祉は分けられないから、少なくとも

新福祉会館には何とか公民館を入れたいなという個人的な意見を持って

おります。 

立川委員長  新福祉会館建設検討委員会ということで、この時期にここから出てい

ってもなかなか厳しい状況の中で、どこまで意見が反映できるかは厳し

いとは思いますけれども、そのほかに何か菅沼さんに託したいご意見が

あれば。あとはお任せでよろしいですか。 

 では、状況のご報告をまたよろしくお願いいたします。 

國 分 委 員   私も十分把握できてないので、申しわけない。ぜひ公民館活動重視で

お願いいたします。 

 

 (2) 公民館中長期計画策定に向けた進め方について 

立川委員長  では、続きまして、公民館中長期計画策定に向けた進め方について。 

前島公民館長  公民館長です。中長期計画につきましては、協議資料ということで、

今日、つくったものを配らせていただきました。 

 これが私の今の頭の中という感じだと思うんですが、中長期計画の必

要性と一番上に書かせていただいていまして、貫井北センターや東セン

ターの委託、今回の福祉会館の建て替えに伴う本館仮移転が１つ背景に

あります。現状でいいますと、委託の方向性について将来的な見通しを

今、示していない状況です。貫井北はやりました。東も拡大しました。

そこまで進めさせていただいておりますが、市民サービスの向上とはい

え、計画性のあたりについて問題視されているところでございます。ま

た、本館の最終的な行き先も不透明であります。 

 次に書かせていただきましたように、戦後間もなくスタートし、７０

年が経過する公民館の現在的な意義を今後どう考えていくんだという

ことで、現状を取り巻く社会教育に対するニーズや社会経済情勢も大き
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く変わってきておりますので、それについて考えていかなくてはいけな

いんではないかというご指摘も受けているところであります。 

 また、いろいろ背景にすると、本来の公民館の役割と集会施設の役割

が明確に分けられていない、単なる貸館と思われているところもありま

す。一部の方を除きますと、そういった利用をされていて、そういった

考えの方が多いのかな、これは違いを明確にしていき、公民館としてこ

れからも活動していきたいという思いがあります。 

 それに向けての解決策として、公民館の中長期計画が必要であるとい

うことでございます。これについては、東センターの委託で前期の審議

会に諮問させていただいたときに、中長期計画が必要であるという課題

として指摘を受けているところでございます。また、６月２３日の議会

でも、図書館も含めて中長期計画を早期に策定することを求める決議が

提出され、賛成多数で可決されているところでございます。 

 こういった状況の中、私どもも公民館として中長期計画をつくってい

きたいと考えているんですが、２番に書かせていただいたように、中長

期計画策定の考え方の基本として、当然、生涯学習の充実と発展を図る

ために策定していきたいと考えております。 

 ３番に中長期計画での審議（案）として、計画を立てるに当たっては

こういったことが必要ではないかなということを書かせていただいて

おります。施設の規模以下、書いてございますが、施設の規模につきま

しては、今後、企画政策課でも来年度中に公共施設総合管理計画を策定

するようなお話になっておりますので、どうしても前のほうに検討せざ

るを得ないのかなと思っているところでございます。企画政策課と何度

かキャッチボールしていかないといけないんではないかなとも思って

おります。この総合管理計画を踏まえた計画でないと、絵に描いた餅に

なってしまうおそれがあるのかなと私は考えております。また、公民館

だけの問題ではなくて、市全体の施設の管理計画もありますので、全体

を見渡した形でやっていかないといけないかなと思っています。 

 ２、３、４はそこに書いてあるとおりでございますが、裏面の４番に

いかせていただきまして、ここが私が今、悩んでいるところなんです。

早急に策定したいという思いはある一方で、左側に書いてあるとおり、

「策定自体」に重きを置いた場合は、今はこういった流動的な状況がか

なり多うございますので、ローリング方式、毎年、必要な部分を修正し

ていくという形になってしまわざるを得ないのかな、そうすると、結局、

毎年毎年の単年度の計画みたいな形になってしまうのかなという思い

があります。また、フィックス方式、固定してしまうという考え方のデ

メリットとしては、今、決めたところで将来的な予測がどんどん変わっ

て、結局、何も実現できないという形に陥ってしまうのではないかとい

う不安、心配がございます。 

 私個人的には、右側のさまざま検討した「結論として」中長期計画を

策定していったほうがいいんではないかなという思いで書いてござい

ます。したがいまして、喫緊なことから中長期計画に係るものについて
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は、諮問、答申いただいた上で、その答申の後に最終的に公民館のビジ

ョンを示して、ご審議いただいて決定していくという形がいいのかなと

思っております。ただ、そうすると、中長期計画は早急につくれと言わ

れているものではありますが、それなりの丁寧な時間が必要なのかなと

思っているところでございます。 

 ５番にスケジュール（案）としてざっくりと示させていただいており

ますが、施設関係については３月ぐらいまでに一定の考えを持っていき

たいと思っております。総合管理計画の進捗に合わせた考え方で、今現

在、こういった形が必要なのかなと思っております。その後、公民館の

あり方や受益者負担、運営等について、優先順をつけて検討していただ

きたい、ご審議いただきたいと思っております。最終的には、もっと早

ければ早くて構わないんですけれども、遅くともこの３３期の皆様の期

の間に中長期計画等々を全て終了していただければなという思いであ

ります。 

 こういったこともございますので、順次、お願いしていきたいと思っ

ているところでございます。この進め方についてご意見等がございまし

たら、私どもで伺っておいて、またこれからの進め方について考えてい

きたいと思っております。 

 以上です。 

立川委員長  これは、平成３０年３月までに公運審としての答申をしてほしいとい

うスケジュールということですか。 

前島公民館長  というか、３３期は２年間ですので、２９年度といっても、極端に言

うと２９年９月ということですね。 

立川委員長  再来年の９月。 

前島公民館長  皆さんの任期が終わる前に何か結論を出していただきたいなという

思いでございます。もっと早くという話もありますが、それぐらいの丁

寧さは逆に必要かなと思います。 

立川委員長  これは、中長期計画を立てるに当たっての公運審としての、こういう

形がいいんじゃないかという参考にするということですよね。 

前島公民館長  そうですね。それによって、次回、中長期計画を諮問していくのか、

それとも中身について諮問していくかを私のほうで判断させていただ

きたいなと思っています。 

立川委員長  こちらの責任と。 

前島公民館長  はい。 

立川委員長  中長期計画というか、何をやっていくかを早く決めていくことは非常

に大切で重要で喫緊の課題だということは承知しておりますが、形とし

て残していかないとしようがないと思いますので、審議会でどうもんで

いくかの方法論はしっかり早く決めていきたいなと。いつも流れの中で

はそういうのがその他になっちゃうので、この辺ははっきりと決めてい

きたいなと思います。 

 今の件について、ご質問は何か。 

畠 山 委 員   畠山です。基本的には、こういう中長期計画については、公民館のビ
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ジョン、戦略が明確になっていないとよくないということなので、まず

公民館長としての戦略を示していただいて、その上でコンテンツの問題

ですよね。どういう中身なのか。それから、コストパフォーマンスの問

題が出てくるのは、受益者負担の制度をどうするのか。何でもかんでも

受益者負担にすればいいわけではないけれども、何でもかんでも無料に

するとしていいことではないし、その線引きをどうしていくのかを検討

するわけですから、これはそれ相応の時間がないと、今すぐやって、今

すぐできる話ではないと思います。だから、それは小委員会か何かをつ

くりながら、そこでもってもんで提案していく、それをここで審議する

というふうにしていったほうがスムーズにいくんじゃないかなと思いま

す。いずれにしても、まず戦略を明確にしてほしいと思います。ただ中

長期計画といっても、どういう戦略でいくのか、５年後、１０年後、最

低１０年後の戦略を立てていっていただければ、そこからおのずから戦

術も出てくるだろうと思います。 

 以上です。 

菅 沼 委 員   菅沼です。いずれにしても、中長期計画を早く立てないと、公民館が

どういう方向にいくのか、さっぱりわからないという声が非常に多いの

で、早くつくりたいなと思っています。２９年９月でいいのかな、もっ

と早くかなという感じがしたんですが、４番のローリング方式、フィッ

クス方式というのは、とりあえず私はローリング方式が良いのでは。例

えば、今、本館の本移転先をどこにするんだ、あるいはＮＰＯの委託は

どこまで進めるのか、公民館と図書館、福祉会館が全部つるんで生涯学

習センター化するのかなど、いろいろ課題があるので、その辺の課題を

一つ一つやっていくのがまず第一かなという気がするんです。その結果、

全体的に中長期計画がまとまっていくんじゃないかな、そんな進め方は

どうかなという意見を出しておきます。 

立川委員長  そのほかにございませんか。 

佐々木副委員長  審議スケジュールで、２８年３月までに施設に係るものとなっており

ます。これは新福祉会館の案の確定が３月になっていることに合わせて

の３月ということなんですかね。 

前島公民館長  公民館長です。それが一つの理由なのと、今日はお配りしなかったん

ですけれども、公共施設総合管理計画のスケジュール的なものを企画政

策課で立てているんですが、今現在の状況を申し上げますと、公共施設

等に関する情報の収集整理及び分析ということで、業者委託で現状を把

握している段階でございます。私どもからも、資料として施設の平米数

や利用率などを提出させていただいているところです。予定でいくと、

１２月には企画政策課で一定、整理したところで素案をつくる。２８年

１月から３月に市民アンケートの準備をして、４月に実施するという形

になっております。ですから、この辺に合わせて公民館運営審議会とし

ての意見をまとめたものを企画政策課に持っていけたらなという思い

で３月と考えております。実際には、２８年６月に市民意見交換会を開

催する予定もありますし、その意見を反映したものは２８年１０月に案
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を作成するという形になります。その後もまたパブリックコメントがあ

りまして、最終的には２８年度中、２９年３月に総合管理計画の完成と

いうことで、何度か公民館運営審議会からも何か意見を出すタイミング

はあろうかと思いますが、第一段階というか、なるべく早めの時期に検

討する必要もあるのかなという意味で３月とさせていただいておりま

す。 

 以上です。 

佐々木副委員長  仮に総合管理計画に合わせて進めないと、時機を逸してしまうという

ことになっちゃいますね。 

前島公民館長  公民館長です。そのように私は認識しております。基本的には、総合

管理計画は施設の方針や全体的な適正規模を考えていくことになって、

新しいものをどうするかということではなく、現状ある施設をどうして

いくかという考えですが、今の経済情勢を見ますと、新しいものができ

るかというと非常に難しい状況なのが現実だと思いますので、この中で

考えていかないとという思いがあって、このようにさせていただいてお

ります。 

立川委員長  ということは、施設のほうの詰めをどんどんやっていかないといけな

いということですよね。 

前島公民館長  一定程度やっていかないと、ある程度は意見を出しておかないと、意

見を出す場がなくなってしまうことも考えられるので。 

立川委員長  進め方についてということで、今後、運営審議会の中で素案にのっと

って進めていって、ただ、資料的なものも、先ほどの中に入っていまし

た他市の施設の状況などの資料をひっくるめて、まずはここでその辺の

施設について審議を深めていくということですね。ただ、来年３月とな

ると、それが数回しかないんです。二、三回しかない。その中で詰めら

れるだけ詰めていくということですね。わかりました。 

前島公民館長  申しわけございません。 

立川委員長  よろしいですか。 

前島公民館長  確認させていただきたいんですが、さまざま検討した後に中長期計画

としてまとめていくという方法がいいのかどうかだけ。ざっくりとした

案というか、たたき台みたいな形で何かを出していくことはできると思

うんですけれども、それについて中長期計画の進め方を、畠山委員から

戦略を示すご発言がありましたが、あくまでもたたき台という形で何か

出させていただいたほうがやりやすいということですよね。 

畠 山 委 員   そうです。 

前島公民館長  その上でさまざま検討して、最終的には中長期計画として、形が変わ

ったとしてもまとめていくというやり方がいいということですね。 

畠 山 委 員   はい。 

前島公民館長  わかりました。 

立川委員長  では、まずはたたき台を示していただいて、これはおかしいだろうと

かいうことを話していく方法で進めようということで、次回、進め方の

たたき台を示していただきたいと思います。 
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２ 報告事項 

 (1) 東京都公民館連絡協議会委員部会運営委員会について 

立川委員長  次に、報告事項です。都公連から。今回、メモはないですよね。 

宮 澤 委 員   宮澤です。今回、ちょっとなくて、前回、１０月２８日水曜日の報告

で、第１回研修会が９月２６日土曜日に狛江市中央公民館で行われ、５

７名の参加で無事、終えることができました。小金井市からは３名ほど

出席いただきました。テーマといたしましては「市民力を生かした公民

館運営、事業の設定」ということで、まず事例発表を小金井市、国立市、

町田市の３名がなされ、短い時間ではありましたが質疑応答、それから

講師の神代浩さんが公民館は市民に求められているかという投げかけで

講演し、我が国の公民館をめぐる状況、市町村合併やコミュニティ化な

どで数が減少しているということから話が始まりました。 

 反省点といたしまして、午後から委員部会がありましたが、何しろ時

間がなくて、講演と事例発表はちょっと無理だったのではないかという

意見もたくさんいただきました。その点を踏まえて、第２回研修会には

反映していきたいと思っております。２８日に第７回委員部会がありま

すので、次回、１月３０日はもう決まっておりますが、研修会に生かし

ていきたいと思っております。 

 続いて、１１月１４日の関東ブロック研究大会の参加要請をさせてい

ただきました。 

 以上です。ありがとうございました。 

立川委員長  長堀さんが今回、小金井市は企画実行委員の会議で企画を詰めている

という話を事例として言ってくれたんですよね。 

宮 澤 委 員   はい。企画実行委員は小金井市独自のもので、皆さん興味深かったよ

うで質問も多くされましたし、反省会の中でも、もっともっと３市のこ

とを詳しく聞きたかったというのがたくさん出ました。やはり時間に限

りがあって、まして午前中でお昼にかかるので、午後ではできないのか、

時間延長できないのかという反省点もいろいろ出ておりました。 

立川委員長  お疲れさまでした。 

宮 澤 委 員   長堀さんによろしくお伝えくださいませ。 

 

 (2) 公民館事業の報告について 

立川委員長  次に、公民館事業の報告について。お願いします。 

若藤事業係長  事業係長でございます。既に皆様には資料をお配りしておりますが、

第２回審議会報告事項イ資料、第３３期第２回公運審公民館事業の報告

ということで、今回、本館、貫井南分館、緑分館の３館から合計４つの

講座を実施したものを報告として載せさせていただいております。ごら

んいただきまして何かご意見、ご質問等がありましたら、よろしくお願

いいたします。 

立川委員長  何かありますか。 
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３ 審議事項 

 (1) （仮称）新福祉会館建設にかかる公民館としての利活用について 

立川委員長  なければ、審議事項に入ります。最初に、新福祉会館建設にかかる公

民館としての利活用について。 

前島公民館長  公民館長です。説明させていただきます。先ほどもちょっと話題にな

っていたんですが、今日は資料として、新福祉会館建設検討委員会の概

要について以下、新福祉会館建設計画（案）を提出させていただいてお

ります。 

 先ほども申し上げましたが、新福祉会館の現在までの計画について

は、これまでの経過で、公民館は入らず、福祉に特化したものとして計

画されているところでございます。しかしながら、先ほども申し上げま

したとおり、福祉会館と公民館の複合施設としての効果があったのか、

なかったのかというところでは、効果はあったという考えを市でも述べ

ているところでございます。そして、今、お配りしている当初の計画の

中には公民館の活動場所は視野に入っておりませんでしたが、公民館活

動の利活用も視野に、福祉保健部とも今まで調整しているところでござ

いました。このたび、具体的に新福祉会館建設市民検討委員会に公民館

運営審議会の委員も推薦の依頼がありまして、引き続きこちらの利活用

についても調整していく、この流れに沿って市民の方の意見を聞いてい

きたいということからの流れだと思っております。 

 現在、スペース的な余地が理論上はあるということでもあります。先

ほどもお話がありましたが、公民館の従来からの役割や、事業や活動を

されている方々はなかなか福祉と切り離せないような状況もあるかと

いう思いは私も持っているところでございます。こうしたところについ

て皆様がどういうお考えであるか、また、福祉会館の中に公民館があっ

た意義やスペース的なことについてもご審議いただいて、それを踏まえ

て、先ほど選出された菅沼委員に託しまして市民検討委員会にご出席い

ただければと思っております。菅沼委員にはちょっとお手を煩わせる形

になって申しわけないんですが、どうぞよろしくお願いいたします。 

立川委員長  その辺で意見交換ということでよろしいですか。 

 福祉会館に入っていたのは本館だけですよね。 

前島公民館長  そうですね。 

立川委員長  先ほどから館長も菅沼さんも切り離せない、切り離せないと言われて

いますが、基本的には公民館と福祉とは全く違うと僕は思っていますし、

たまたま本館がこの中にあったというだけで、昔、ここが市役所だった

ころから、まず公民館になったんですね。その後に福祉会館という形に

なって、たまたまその中に公民館も入ったというだけの話で、当初は公

民館として単独でいたわけで、福祉会館が後からくっついてきたと僕は

思っていますので、何か福祉会館の中に入るためにそういう論理で言っ

ているのかなと聞こえてしようがないんですけれども、基本的には公民

館は公民館で独立してあるものだと思っていますし、図書館委員と社会

教育委員と公民館と、筋も福祉とは全く違うものだと思っていますので、
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私は私で、公民館としてどういう立場でどこに入るのか。間借りさせて

もらいたいなんて卑屈な態度でいくんじゃなくて、しっかりとした公民

館としての立場として、はっきり物事を言って、場所くらい設定せいと

いう形でいっていいのかなとは個人的には思っておるんです。 

國 分 委 員   同感です。 

畠 山 委 員   そうですよね。最初が肝心ですよ。最初になくなっちゃうと、後が大

変ですもん。 

菅 沼 委 員   菅沼です。やっぱり、そこら辺の考え方のレベルが今、ものすごく違

うので、それを公運審の中でもう少し議論する場があって、それから結

論が出ると思うんですね。そういう場を何回か設けないかんと思うんで

すが、先ほど言われていましたように、公運審の次の会議は１月２０日

なんですよね。それまでこの問題をほっておいていいのかなと、私はち

ょっと気になる。スケジュール的に、もっとみんなで思想合わせをして

おいたほうがいいんじゃないか、その前にもっと何回か開いて、そうい

うことの出発点の議論をまずすべきじゃないかと思うんですけれども、

スケジュールの点でどんなものでしょうね。これから、もうあと１月２

０日よ、それまで何もありませんよと。３者懇談会がありますけれども、

あれは別に我々の議論の場じゃないですから、公運審としての議論の場

は、次は１月２０日なんですよね。それまでこの問題をほっておいてい

いのかなという気が私はしています。 

立川委員長  新福祉会館建設検討委員会に菅沼さんが出席されるのは、スタート

は？ 

菅 沼 委 員   １２月と書いてありますね。 

立川委員長  １２月から。 

菅 沼 委 員   ええ。だから、それはまだいいのかもしれないけれども、できればそ

のあたりまでに、この会としてどういう方向でいくのかなんていうのが

出ると非常に行きやすいなと思うんですが、今みたいにあまりばらばら

だと、行って私が何を言っていいのかなという気がするんですよね。 

國 分 委 員   ばらばらではないでしょう。今は大筋として、公民館活動が市の中心

だったというか、ここに……。やっぱりそこは捉えて、あとは、今、福

祉が非常に絡んできたというところはあるけれども、その辺を一緒くた

にしないでとは私は思います。そこでは違ってないんでしょう。 

菅 沼 委 員   私はちょっとイメージが違う。 

國 分 委 員   違うんですか。そうすると、かなり問題になっちゃいますよね。 

畠 山 委 員   委員長がおっしゃったとおりに、基本原則は決まっていますから、あ

まりごちゃごちゃ議論するよりも、方向性がもう示されていれば、その

方向に沿って議論してほしいと思います。そうしないと、みんなの意見

を代表しますよとこちらに出ていくと、だんだん押されちゃうんですよ

ね。だって、もともと公民館は出てないんだから。その発信力が非常に

重要だと思いますよね。それはさっき委員長がおっしゃったとおりです

よ。もともと公民館ありきですから。 

立川委員長  ただ、時代も変わっているので、公民館としてあまり強く言っても、
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では、市民が認めているのか、求めているのかという話になっちゃうと、

また萎縮せざるを得ない状況というのもありますから、その辺は、芯で

持っていたいところと交渉するのと、また微妙に難しいところがあると

は思うんですけれども。 

菅 沼 委 員   私が委員として出た場合に一番気になるのは、私は福祉との関係を強

く感じているので、例えばあそこの５階に公民館の本館をつくってくれ

という意見をもし言ったときに、公運審ではそんなものは知らないよと

言われたら何にもならないので、どういう方向でいくのかぐらいはやっ

ぱり議論しておいてほしいなという気がするんです。個人の意見で言っ

てもしようがないし、公運審としてどういう方向でいくのか、例えばも

うあそこの新福祉会館の５階なんてあきらめて、もっと正統的に公民館

を建てる運動をやっていこうというのか。今、考えると、これから建物

ができるのはあそこしかないんですよね。それで、市としては複合施設

だと言っているわけですね。１つずつ、それぞれの機能の建物は建てな

いと言っているわけですね。そうすると、やっぱりああいうところで空

いているところ、今までも福祉との関係もある程度あるところに持って

いくほうがいいのかなというのが私の今の意見で、委員長はちょっと違

う意見なので、皆さんはどう考えられているか。そういうことでいって、

私が一生懸命、あそこで建てろ、ここへ入れろと言ったときに、いや、

公運審としては知りませんわと言われたのでは何にもならないので、少

しその辺のすり合わせをしておいたほうがいいかなと。 

畠 山 委 員   そんなことはないと思いますよ。 

菅 沼 委 員   そうですか。それだったらいいですけれども。 

宮 澤 委 員   宮澤です。もう前期からこの問題は入っておりまして、やはり前期の

方たちも、ぜひ福祉会館の中に公民館本館の機能を果たしてほしいとい

う案は出ていましたので、公民館の活動の場を新福祉会館に入れてほし

いということは前回から出ていますので、委員長もおっしゃっていまし

たように、ぜひぜひ菅沼委員にこのことを、代表としてよろしくお願い

します。 

菅 沼 委 員   では、もうそれはそういう方向で意見を言ってよろしいですね。 

宮 澤 委 員   私は、引き続きで、よろしくお願いしたいと思います。 

立川委員長  それは構いません。 

菅 沼 委 員   では、そうやって言わせていただきます。 

雨 宮 委 員   雨宮です。先ほどから社会福祉協議会が大分ないがしろのように聞こ

えてしようがないんですけれども、ここは名前自体が福祉会館になって

いるんですよね。なので、私なんかは福祉の関係をもっと入れてもらっ

たほうがいいかなというのが、個人の意見というか、社協自体の意見だ

と思うんです。それから、私は脳梗塞じゃないんですけれども、脳梗塞

で若い人も私みたいに身障になったり高齢化していくわけです。この間、

私は健康寿命のことを平均寿命と言っていたかと思うんですが、健康寿

命を延ばすことによって介護保険料なども減っていくと思って、私は社

協でもそういうことをやっているわけなんです。だから、そういうのを、
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例えば部屋の使用できるところを福祉会館の中にもどんどんつくってほ

しい。それが私のお願いです。もとになるのは公民館で結構ですけれど

も、そういうこともちょっと入れておいてほしいなとは思います。うま

く言えないんですけれども、私はそのように感じております。 

立川委員長  社協でやった深呼吸の体操なんかも非常によかったですし、健康寿命

を延ばそうというところは気持ちはよくわかっているんですけれども、

社協は社協であそこにスペースをつくれと言うべきであって、ここは公

運審の場ですから、社会福祉協議会のほうもそれを言ってもらったらい

いと思います。 

雨 宮 委 員   すいません。 

川 口 委 員   川口です。宮澤委員のおっしゃったことで、それは前期の委員の方々

から申し渡しの引き継ぎで、ここの意見として引き継いでいくべきもの

なのか、ここで新たに話をして決定していくものなのかが、今、ちょっ

とわからなくなっちゃったんですけれども。 

立川委員長  心だけです。文書であるわけじゃない。 

宮 澤 委 員   心です。気持ちです。申し送り等はなかったんですが、ここの公運審

じゃなくて、多分、前期の方たちも、やはり心をそこに置いて終わった

と思うんですよね。それは心の気持ちであって、審議にも乗っていませ

んでしたので、ただ……。 

川 口 委 員   要するに、一緒のメリットをとても大事にしたいという方向で、そう

いうお気持ちをご意見として残していかれたととってよろしいわけです

ね。決してここで引き継がなければいけないということではないんです

ね。 

宮 澤 委 員   そうではないです。お気持ちです。 

川 口 委 員   すると、公民館は公民館として独立した形で建物を建てることが小金

井市の財政上、どうであるかはわからないんですけれども、存在として

独立した形でいくということは、そんなにメリットがないというか、デ

メリットがあることなんでしょうか。そこが、お話の最中で、まだよく

理解できないんです。委員長がおっしゃったように、公民館は公民館と

してあって、そこから福祉会館が入ってきて、一緒にやって非常にいい

効果があった、だから今度の新しい福祉会館にも公民館が入るほうがメ

リットがあるというご意見で皆さんは賛成していらっしゃるのかどうか

がよく理解できないものですから。 

立川委員長  今は胸を張って公民館だと言える時代じゃないですからということ

だけです。だから、胸を張って公民館だと言えるように、中長期計画の

中で市民に対して公民館の存在価値や存在感を示して、市民がやっぱり

どうしても公民館にいてくれなきゃ困るとなれば、５館体制も１０館体

制にしなきゃいけないとかいうふうに変わっていくと思うんですが、そ

う変わるべく中長期計画を立てていかなきゃいけないという話。 

川 口 委 員   どう変わるべきかというお話。了解いたしました。 

立川委員長  何となく、そうは思っております。 

川 口 委 員   すいません。何か時間をとらせていただき、ありがとうございました。 
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立川委員長  館長に質問なんですけれども、福祉会館の中に入っている限りは、公

民館としての運営経費は支出として計上されないんですか。公民館とし

ての予算が決まっているじゃないですか。 

前島公民館長  公民館長です。もし現状の形でいけば、福祉会館の施設そのものの管

理は当然、社協に委託したり、光熱水費はうちじゃないです。 

立川委員長  そういうことですよね。 

前島公民館長  はい。共同になってしまっているので。ただ、事業自体の予算は私ど

もが持っています。 

立川委員長  家賃はかからない？ 

前島公民館長  公民館としては家賃もかかってないですね。公共施設に入らせていた

だいているので、特段、どこかの土地を単独で借りていれば、そちらに

お支払いすることはありますけれども、今は。 

立川委員長  以前、お伺いしたのが、本町分館のコストはどのぐらいかかっている

のかということで、非常に安かったですよね。ただ、５館体制と言われ

ているので、本町分館はあっていいと思うんですが、あそこに本館機能

というか事務機能が移っちゃうので、現状、５館というよりも４.５館ぐ

らいになっちゃっているじゃないですか。だから、お金がかからないた

めには、どこかに事務機能を移転させてもらうしかないとも私は思って

いるので、菅沼さんには、少なくとも本館の事務機能だけは確保してほ

しいという気持ちです。それをもうちょっと大きいところから交渉して

いただいて、最後の着地点は、では、事務機能だけでいいやというぐら

いのところで落ち着ければベストかなとは思っているんです。なかなか

難しいとは思いますけれども。 

 ほかにご意見はないですか。菅沼さんが話しやすいようなご意見。 

菅 沼 委 員   さっき言ったような方向で、なぜ公民館が必要か、あるいは公民館と

福祉との関係はどうするかなどはここで議論してもらうとして、新福祉

会館建設検討委員会に出る私の意見の柱としては、やはりあそこに公民

館を入れてほしいということで意見をいろいろ言わせてもらいます。そ

のバックアップをよろしくお願いいたします。 

立川委員長  わかりました。 

 では、皆さん、そういうことでよろしいですか。 

 

 (2) 来年度の事業について 

立川委員長  では、次に来年度の事業について。 

若藤事業係長  事業係長でございます。来年度の事業について、各館で実施する各事

業の枠組みや具体的な事業につきましては、予算がある程度、確定して

からのお話として、例年、３月ごろに審議会でお話をさせていただいて

いると思います。ですので、またそのころに具体的な内容につきまして

はご提案したいと思いますが、今回はそれと別で、福祉会館の閉館に伴

って、本館機能を本町分館に仮移転する予定ということで、本館と本町

分館で現在、実施している事業についてどうするかのご提案をさせてい

ただきたいと思います。既にお配りしておりますが、第２回審議会審議
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事項イ資料、平成２８年度本館（仮）事業（案）についてとしてお手元

にお示ししておりますので、こちらについてご説明させていただきたい

と思います。 

 本館が本町分館に仮移転するということで、館自体が１つ減ってしま

うんですけれども、主催事業については、単純に２つの館のものを半分

にしたり、予算を半分に減らしたりということの実施では考えておりま

せん。主催講座につきましては、公民館としての方針や今までの経過、

実施回数、参加者の状況、実施するスペースなどのいろんな都合等もあ

りまして、それぞれについて、いろいろ整理調整する必要があると考え

ております。 

 そこで、現在、実際事業にかかわっている本館と本町分館の企画実行

委員の方にご協力をいただき、８月に２回臨時企画実行委員の会議、９

月の企画実行委員の会議で話し合いを行いました。その中でいただいた

意見をもとに、１０月の企画実行委員の会議で最終的な案を示させてい

ただき、それを公民館の内部で調整した結果を今回、資料としてお示し

しております。個々の説明は省略させていただきますが、整理調整した

結果、来年度、回数を減らす予定の講座や、本館と本町分館では実施し

ない予定の講座について、ご説明させていただきます。 

 表の左側に事務事業名とありまして、そこから右へ、２７年度の事業

実施回数はまだ全部、終わってないので見込み、一番右側に２８年度の

事業実施回数（案）を示させていただきました。この回数はあくまでも

実施する回数で予算の回数とは別になっております。 

 ２番目の子ども体験講座は、本館で３回、実施していたものを０回に

しております。これは現在、本館で３回と緑分館で１回、行っている計

４回の講座ですが、本館で実施している分を緑分館にシフトしまして、

４回を緑分館でまとめて実施することを考えております。 

 高齢者学級「シルバー大学」も１６回から、野外研修などを入れて計

１２回に減らしております。後ほど説明しますが、本町分館で行ってい

る「生きがい広場」も高齢者学級としてやっていまして、予算的にはそ

ちらとも合わせる形で回数を減らしております。高齢者学級の「生きが

い広場」は２０回を０回としておりますが、従前、高齢者学級について

は１館で１学級として実施しているため、高齢者学級「生きがい広場」

という名称は外させていただきます。ただ、「シルバー大学」と「生き

がい広場」は実施するプログラムにそれぞれ特徴があり、座学中心のも

のが「シルバー大学」、「生きがい広場」は料理、音楽、健康体操、野

外研修などのプログラムで、今までの「生きがい広場」の参加者に配慮

してほしいというご意見もありましたので、高齢者学級ではなくて市民

講座の枠の中で実施することを考えました。ですので、市民講座の欄に

「生きがい広場」（１２回程度）という形で示させていただいておりま

す。 

 国際交流事業は、本町分館において２回、実施していたものを０回と

させていただいております。今までのものは内容が「住んでみてわかる
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何々」という講座が多かったんですけれども、日本人の講師の方が諸外

国の紹介をするような内容が中心だったので、外国人との交流であった

り、交流を通じて外国の文化や外国人に対する理解を深めるという本来

の講座の目的と少しずれてしまっているというご意見がありました。同

じく国際交流事業を実施しているのは緑分館もあり、今までも生活日本

語教室という外国人の方に日本語を教えている講座もありますので、そ

ちらで実施するように考えました。 

 成人学校も、本館で３回、本町で７回、１０回、開かれていましたが、

３回分、本館で実施している分だけを継承する。具体的な内容について

は、もちろん本町分館で今までやっていた内容も含めて、今後の企画実

行委員の会議の中で検討させていただきたいと思います。 

 市民映画会も、１２回、行っていたものを６回に減らさせていただい

ています。中には廃止してもいいんじゃないかというご意見もあったん

ですが、歴史もあって、映画のファンも多くいらっしゃいます。ただ、

１６ミリフィルムの上映は福祉会館でやっていて、視聴覚室は映写室等

上映できる設備が整っていたので毎回できていたんですけれども、常設

の設備が維持できないことと、映写機器が老朽化したり、メンテナンス

にも部品がなかったりという事情もあるので、実施が困難かと判断しま

した。今現在、貫井北分館で隔月でＤＶＤを使った上映をしております

ので、そちらの上映分のみを残して継続していきたいと考えておりま

す。 

 雑駁ではございますが、来年度の事業につきまして、ご提案とご説明

を終わらせていただきます。 

立川委員 長  北分館のＤＶＤ上映は、画面としては大きいんですか。 

若藤事業係長  はい。部屋に常設のスクリーンがありまして、プロジェクターと、Ｄ

ＶＤプレーヤーやアンプなどが一体になった AV ラックを昨年度、購入

しておりますので、それで簡単に上映することが可能です。 

立川委員長  企画事業はできるだけ確保してということですよね。 

若藤事業係長  はい。 

立川委員長  本町分館の部屋の貸室の機会がぐっと減るというイメージですよね。 

若藤事業係長  事業係長です。そうですね。全部ではないんですが、講座数は確実に

増えています。既存の講座で学芸大学などを使う、あるいは障害者青年

学級「みんなの会」も本町分館での実施は毎月２回、日曜日に使ったり、

スペース的な問題もあるので、別施設に持っていくことを計画しており

ます。それ以外に、「シルバー大学」につきましても、ここに書いてあ

りますように７０人規模でも実施可能な会場を今、いろいろ確認しては

おりますが、福祉会館がなくなるということで、他の部署も会場探しな

どでかなり気を使っている部分もありますので、もしも会場がない場合

に、本町分館の一番大きい部屋が６０人ぐらいは入れるかなと思います

ので、そこで実施することも考えております。引き続き検討して、最終

的にまた結論を出していくことになっています。 

菅 沼 委 員   ３点、質問があります。 
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 まず１点、本町分館の事業は、「菜園教室」が「２８年度は経過措置

として実施」ということで、緑分館、貫井南でやっていますので、いず

れはなくなるのかなと思っています。そうしますと、高齢者学級で「生

きがい広場」が市民講座に吸収されまして、それ以外は、本町分館でや

っていた事業はほとんどなくなっちゃうんですね。そのあたりで、本町

分館の企画実行委員等を含めて、本町分館の関係者はこの案について納

得しておるんですか。 

若藤事業係長  事業係長です。先ほど申し上げました８月から９月の企画実行委員の

会議で、８月は合同で開いたりする中でいろいろ意見をいただきまし

た。いろんな意見も出まして、その部分は最大限お話を聞いてはいます

ので、最終的な１０月の会議のときには、それをお示しして本町分館の

企画実行委員は……。 

菅 沼 委 員   納得したということでよろしい？ 後で不満が残るとか、しこりが残

るということはないと見ていいですね。 

若藤事業係長  ええ。 

菅 沼 委 員   ２点目、先ほど委員長が言われました学習の場がものすごく少なくな

るなということに関連するんですが、２７年度事業実施回数は、本町分

館は、「菜園教室」４５回は外でやりますから、８５回の実施回数のう

ち４５回を除き、４０回が本館分館で学習室を使う事業だろうと思いま

す。それ以外に企画実行委員の会議なんかがありますから、ざっと見ま

すと年間５０回が行政使用になりますね。２８年度事業回数は、本館（仮）

は１６３回と書いてございますが、この中で先ほどの「菜園教室」、東

京学芸大でやる成人大学のあわせて５０回を除きまして１１３回が学習

室を使う内容になります。この１１３回以外に今、公民館本館で使って

いる行政使用の場としては、公運審が約１０回ありますね。企画実行委

員の会議が１２回、準備会が１５回、「月刊こうみんかん」の打ち合わ

せが合わせて１０回と挙げますと、さらに５０回ぐらい使っているんで

すね。この数値は、差し引きをやりますと来年度は１６０回ぐらいを行

政で学習室を使用することになります。そうしますと、前回、お話しし

ましたけれども、面積は現在の本館と本町分館の２つを１つにすること

によって３分の１に減ってしまいます、事業は３倍になります、一般使

用の場がものすごく限られてしまいますということで、これは大ごとだ

なと思いますね。 

 そこで、提言です。１つは、障害者青年学級は「学校施設での実施を

検討中」というのは、ぜひ学校での実施を実現してほしい。高齢者学級

「シルバー大学」は、「会場がない場合は、本町分館にて実施」なんて

いう初めから結論めいたことは書かないでほしい。基本的に、もっと探

してほしい。いわゆる公民館の関係者としては、７０人でやれるところ

を、大学なり中学なり、小学校なりを含めて、ぜひ探してほしい。そし

て、少しでも本町分館の一般の方が使える場をつくってほしいなと。そ

ういう意味で、「会場がない場合は、本町分館にて実施」なんていうの

は、私は消してほしい。意見です。 
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 あと、公運審や「月刊こうみんかん」の打ち合わせは、各館の実情を

知ることも大事だろうと思いますので、各分館掛け持ちでやったらどう

ですか。本町分館でやるんじゃなくて、１回ごとに貫井北あるいは南。

そういうところの分館の実情も知るということは、公運審としても大事

だと思うんですね。ですから、何も本館でやる必要はない。だから、公

運審の会議や「月刊こうみんかん」の打ち合わせは各館、分館の廻り持

ちにしたらどうか。そうやって、少しでも本町分館での学習の場をつく

ってほしいというのが２番目の要望でございます。 

 ３番目は、子どもの人権講座については、この間、科学の祭典のとき

にお母さん２人に言われたんですけれども、あそこでチラシを書いてい

ましたよね。あの活動が非常にいいというわけです。やっぱり、野外で

子供が遊べるようなああいう活動はぜひやってほしい、小金井市はやっ

ているんですねということでママに褒められ、逆に言うと、もっとこう

いう活動をやってほしいという意見もございました。今回、子ども体験

講座は緑分館に移るわけですけれども、本館は、野外は、この間の玉川

上水の水源以外に、小金井公園でやるとか野川でやるというのを今年は

やめちゃったんですよね。森林インストラクターなど、非常にいい方が

小金井市にはいるので、ぜひ来年、子ども体験講座の中にはそういう野

外講座を入れてほしい。今日は和田分館長さんは来ていませんけれども、

何か大分乗り気のようなので、ぜひこれは緑分館でまとめて物にしてほ

しいなと。これは要望です。 

 以上、３点です。特に代替施設の検討については、もうちょっと本腰

を入れて考えてほしい。だめだったら本町に残しますなんて初めから言

うような検討では、やらないほうがいいんじゃないですか。それだけ一

般の人は困っているんですよ。活動の場がなくなるんだから、それはや

っぱりこちらとしても本腰を入れてやってほしいなという気がします

ね。意見です。 

若藤事業係長  事業係長です。８月、９月の企画実行委員の会議の中でも、やはり今、

菅沼委員がおっしゃったような意見、特に会場の問題はございまして、

公民館から学芸大学などの大学、集会施設、学校等、いろんなところに

個別に当たって確認をとっております。大学につきましては、確かに学

芸大学も成人大学講座でお借りしているんですけれども、長期休暇、学

校が夏休みや春休みのときでしたら、こういった規模の部屋も貸し出せ

るということなんですが、それ以外のときですと、学校の授業が入った

りなどでなかなか難しいというお話でした。 

菅 沼 委 員   ここでごちゃごちゃ言われても困るから、次回、１月２０日にあると

きに、会場の使用頻度はどう削減するかという案を１回、出してくださ

いよ。今のままでは、一般の市民の方の利用をこれだけ行政が抑えちゃ

うというのは、やはりまずいと思うんですよね。ですから、どういう案

があって、どこまで減らせるかを一度、検討してほしいですね。 

若藤事業係長  わかりました。そうしましたら、ここにお示しした回数をベースに、

会場のところもどういう……。 
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菅 沼 委 員   さっきの公運審の会議や「月刊こうみんかん」、そんなのは、それぞ

れの分館の実情を知るために、何もここでやらないで、そちらへ行くべ

きだと僕は思うんですよ。現地を見なきゃだめですよ。そういうことも

含めて検討してほしいなと思うんです。 

若藤事業係長  公民館を含む行政使用の部分についても、本館、本町分館のほかに別

のところを使うことも考えつつ、次回、計画案をお示しいたします。 

菅 沼 委 員   進捗状況を。 

立川委員長  お願いします。 

 そのほか、ご意見は。 

雨 宮 委 員   雨宮です。この間、こういう事例というのか、市役所から会場を借り

る場合の相談が１件もないというようなお話があったんです。社協だけ

に言っているのかちょっとわからないですけれども、公民館も言われて

いるんじゃないかと思うんです。私なんかも、身障協会でも会場を借り

ております。そうすると、そういう相談が全然ないというお話があった

ので、本当なのかなと思ったんです。私は個人的には何回も市役所に行

っているわけです。行政自体にそういう縦のコミュニケーションと横の

コミュニケーションがいってないような気がするんです。私はすぐ、嘆

願書じゃないですけれども、手紙でこういうことをお願いしますと出し

たんですけれども、そういうことが何かちぐはぐなような気がするんで

すけれども、どうなんでしょうか。 

畠 山 委 員   それは市役所の何課に行かれたんでしょうか。 

雨 宮 委 員   地域福祉課です。そこから電話があったということなので、私はすぐ

行きました。その前に、個人的に何回か行っているんです。私なんかも  

会場がないといけないということで、困りますので。私どもはあちこち

の集会所、北分館や本町分館、東センターなどに行って、どんな状況で

すかと聞いたことがあったんですが、皆さん、いろいろの相談がありま

すよというお話がありましたので、私だけじゃなくて、皆さんもみんな

苦労しているんだなと思いました。だから、そこを行政でも何とかやっ

てもらうと、どこが空いている、どこがもう満杯ですよというぐらいは

調べてほしいなと思ったんですけれども、とにかく相談が１件もないと

いう言い方をされたんです。 

畠 山 委 員   おっしゃるとおり、市役所の地域福祉課、福祉保健部と社協のコミュ

ニケーション、情報の共有は基本的にはできてないです。それははっき

りわかっています。なぜか。私も社会福祉協議会の委員をやっていまし

たから、仲が悪いかわかりませんけれども、情報の共有ができないんで

す。だから、活用もできないんです。だから、多分、そういうご意見に

なると思うんですよね。そこをどうするかは、私は何とも言えない。こ

の問題は難しい問題です。 

雨 宮 委 員   ちょっと行政に関わっていたことがありますので、私がいつも言って

いるのは、縦と横の話し合いが少な過ぎるような気がしているんです。 

畠 山 委 員   おっしゃるとおり。 

雨 宮 委 員   だから、もうちょっと業務についても情報を共有してくださいという
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ことを何回も上司の人にも言ったことがあったんですけれども、なかな

かできなかったというのが現状ですね。 

畠 山 委 員   現実は難しいですよね。 

雨 宮 委 員   ええ。これもまた別の話でごめんなさい。 

立川委員長  要は、スペースを借りたいときに、空いているところもあれば、いっ

ぱいでどうしようもないところもあって、どこが空いているとか、   

そういう情報が全域にいってないんじゃないかということですか。 

雨 宮 委 員   はい。そうしてほしいですね。 

立川委員長  それは市のシステムを改善してもらうしかないんですけどね。 

雨 宮 委 員   これもまた別の話、話がそれちゃってごめんなさい。 

立川委員 長  いえいえ。 

 そのほか、ご意見ございませんでしょうか。 

若藤事業係長  今の雨宮委員のお話につきましては、前回の会議で公民館の本館の仮

移転に関する資料をお配りしたかと思います。集会施設の情報などを載

せたものなんですけれども、今も福祉会館の１階と公民館のチラシ置き

場には置いてあります。利用団体にはお配りしている状況ですが、その

中にも「ご利用に関してご相談があれば個別に対応します。」という一

文を入れております。それを見た方については、こちらに来た折や、あ

るいは電話でも何件かご相談はいただいておりまして、その都度、個別

にはお話しさせていただいております。 

雨 宮 委 員   行政の方はご苦労されていると思うんですけれども、私が今、言った

ようなことが多々あるような気がして。すいません。 

立川委員長  ただ、雨宮さん、公民館を利用するためには、団体で登録しなきゃい

けないんですよ。 

雨 宮 委 員   そうです。 

立川委員長  登録はされているんですか。 

雨 宮 委 員   しています。社会福祉協議会もやっていますし、今日も公民館でお渡

ししたんですけれども、両方やっています。それで、見たら、違うんで

すよね。 

若藤事業係長  そこは１年間で定期利用で確保できるような仕組みをとっています。

公民館と同じように、それ以外に空いているところは予約システムで予

約できると思います。 

雨 宮 委 員   公民館はあまり使えてないんですけれども、社協は１年間、通してで

きるところがありますので、それは４月……。 

國 分 委 員   國分です。コミュニティ文化課というか、ここに集会室でちょっと相

談したんですよ。そうすると、何か一覧的に今日はここが空いていると

かいうのがわかっていましたね。要するに、集会室の情報がとまってい

るところはどこなんですか。 

若藤事業係長  事業係長です。公民館につきましては、公共施設予約システムの中で

空き状況もリアルタイムに、どこの部屋がどの時間で空いているかを確

認できますが、集会施設はまだそういったシステムが入っていないの

で、個々に館に問い合わせないとわからないと思います。 
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國 分 委 員   個々というか、コミュニティ文化課では、今日はここと集約されてい

ましたよ。 

若藤事業係長  そのときごとの部屋。 

國 分 委 員   その辺はちょっとはっきり教えてほしいなというのがあります。課が

違うとというのは非常に不便だし、実際、困っているという話はよく聞

くので。 

立川委員長  それは調べられますか。 

若藤事業係長  はい。確認します。 

立川委員長  見てみてください。 

 

 (3) 公民館事業の計画について 

立川委員長  次に、公民館事業の計画について。 

若藤事業係長  事業係長でございます。こちらは、先ほどの計画と別に、公民館事業

の今年度これから実施する事業についてお示ししております。事前にお

渡ししている資料の中で、第２回審議会審議事項ウ資料、公民館事業の

計画としてお示ししております。今回は、本館、本町分館、貫井南分館、

東分館、緑分館、貫井北分館、それぞれの館から、これから行う事業に

つきましての計画を載せております。ごらんいただきまして何かご意

見、ご質問等あれば、よろしくお願いします。 

 以上です。 

立川委員長  何かあれば。 

菅 沼 委 員   貫井北の男女共同参画講座は別にやるのはもう決まっているのでい

いんですけれども、考え方として、４年前ですか、各館にあった男女共

同参画講座を全部、自主講座に引き上げて、本館で市民がつくる自主講

座の中に男女共同参画講座を設けるから、そこで全部、一括管理しまし

ょうという話になったと思うんですが、今回、また各館でやり出すと、

その考えと違うようなんですが、今後、どういう考えで進んだらいいん

でしょう。やっぱり男女共同参画講座を各館でやりたいよ、だから各館

にもう一回、ばらして予算をやるというのか、それとも、やっぱり今の

自主講座で２０枠、とっています、そこの中でやってくれというのかは、

今までのいき方と、今回、ぽんと出てきたのはやり方が違うので、どう

いう考えで今後、進んでいいのか、その辺の考え方を教えてもらいたい

んです。 

若藤事業係長  事業係長です。菅沼委員のおっしゃるように、３年前からですか、全

館、直営館のときにそういうお話をして、統一して男女共同参画講座を

市民がつくる自主講座の中で実施しております。今回、貫井北分館の「き

たまち保育サポーター」は昨年度も実施している、２年度続けての講座

ですが、全体のそういった流れの中、貫井北分館の独自性というか、そ

の部分の考えもありまして男女共同参画講座につきましては貫井北分

館で実施しております。今後、市民がつくる自主講座から公民館の事業

として実施することも検討する部分も出てくるかもしれませんが、貫井

北分館の独自のこととして……。 
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菅 沼 委 員   いや、考え方がわからないんだよ。本館で全部コントロールするため

に、４年前にわざわざ各館から男女共同参画講座を引き上げたんでしょ

う。その考え方は何だったんですか。それが今、３年たって変わって、

例えばＮＰＯなら、もっとどんどん自主的にやらせたほうがいいよ、で

は、もう自主講座の中で男女共同参画なんてやるのはやめましょう、各

館にまたばらまきますというんだったらそれでいいんだけれども、どう

いう考えでこの辺が進んでいるのかがさっぱりわからんのです。どちら

がいいかも、もう一回、議論してくれというんだったら、この公運審の

場で議論したらいいと思うんだけれども、どういう考えで吸い上げて、

今後はどういう考えでやっていこうかという方針が全然見えてこないの

で、それを聞きたいなと思っているんです。この場で答えがなければ別

にいいけれども、そういうことなんだよね。さっぱりわからない。 

前島公民館長  公民館長です。基本的には、おそらく吸い上げたものを今、吸い上げ

たまま自主講座としてやっていただいているというのが一つの形とし

てあって、貫井北のＮＰＯにお任せした状況でこういったものが生まれ

てきている状況だと思うんですね。ですから、今、統一的に公民館とし

てこうあって、これが出てきているわけではなくて、先ほど事業係長が

言っていましたとおり、ＮＰＯの独自性の中の一つとしてこの講座が出

てきているという形で、男女共同参画を総合的に考えてこれが出てきて

いるとか、これが出てきちゃいけないといった考えを今、持ってないの

で、もしそういう統一的なことを考えるということでご意見があるので

したらば、私も議論いただきたいなというところでございます。 

菅 沼 委 員   なかったんだったら申しわけないけれども、我々は、その当時は一生

懸命、男女共同参画講座を各館でやっていたんですよ。公運審でも議論

されたんだと思うんですが、それがどういう考えで全部、吸い上げたか

という歴史というか考え方はちょっと思い出せないんだけれども、やっ

ぱりＮＰＯなどの独自性をやっていくんだったら、そんなに本館で吸い

上げてコントロールしないで各館でやらせるというんだったら、またば

らまいたらいいと思うんですよね。その辺はどう考えるのかなというの

が私はちょっとわからないなという質問です。 

前島公民館長  公民館長です。吸い上げた経緯は、各分館に割り振っても、なかなか

企画的に行き詰まっている状況があったと聞いております。したがいま

して、１つ吸い上げて、市民の皆さんの多角的な切り口でやっていただ

くのがいいのかなというところで吸い上げた形となっております。また

振り分けると、おそらく同じような状況に陥って、なかなか行き詰まっ

たりする可能性が出てきてしまうのかなという思いはあります。今、お

答えできるのはそこまでです。 

菅 沼 委 員   今年なんかは、男女共同参画の自主講座は２０講座にいかなかったで

すよね。そして、片方では各分館でやり出すとなると、何か交通整理が

要るんじゃないかなという感じがするんですよね。もっと独自性でやら

せるんだったら、できるだけ本館で自主講座で吸い上げるなんていうの

はやめたほうがいいかもしれないし、その辺の議論はこれからやってい
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ったらいいんじゃないかなと思います。 

立川委員長  「きたまち保育サポーター」はどうしても男女共同参画講座に入れな

きゃいけないんですか。範疇として、「きたまち保育サポーター」は男

女共同参画講座に当たるんですか。いずれにしても、ＮＰＯ法人のほう

は一括でお願いしているから、多分、講座ごとに振り分ける必要はない

わけですよね。 

前島公民館長  スケールメリットはありますので、こちらからお願いするものをやっ

ていただいている中の一つで、こういった形になったと思っています。

公民館の男女共同参画講座としてやってもらったものをという話とは

違うのかなと。 

立川委員長  自主講座にも一応、予算の振り分けはあるわけですか。 

菅 沼 委 員   ２０講座あるんですけれども、そちらが未達で、なおかつこういうと

ころから出てくるというのは、どうも何か整合性がないなという感じが

するので、どうしたものかなと思って。今年、やること自体は問題ない

ですよ。やめろなんて言うつもりはないですが、その辺の交通整理をし

ておいたほうがいいのかなという感じがしただけです。 

立川委員長  考え方ですよね。ばらばらでいいやなのか、今後、こういう形でやっ

ていきましょうなのか。その辺はまたちょっとまとめていただいて、次

回にでもご報告いただきたいと思います。 

 

４ その他 

立川委員長  では、その他、何かありますか。宮澤さん、何かあるよね。 

宮 澤 委 員   はい。宮澤です。ちょっと１つ、よろしいでしょうか。先日、１０月

４日に青少年のための科学の祭典、藤井前委員長、担当の山田さんと亘

理さん、牛込係長さんたちに応援に駆けつけていただき、本当に心強か

ったと思います。そして、ボランティアの高校生３人も、自分で希望さ

れて私たちのブースに来て、大変アイデアも出していただき、楽しんで、

私どもも勉強になって楽しんで１日を過ごしたんではないかなと思いま

した。 

 ちょっと残念なことに、午後、中学生が１人、ボランティアで見えた

んですが、何かぽつんと座っていて、私も誰？ という感じで、みんな

に聞いても誰だろうねと。もしかして中学生のボランティアかしらとは

言っていたんですけれども、一応、連絡はなかったんですよね。最初か

ら２名ということですので、誰だろう、誰だろうで、最後には終わって

しまったんですよね。直接お聞きしたら、中学生のボランティアで、午

前中はほかのブースに行っていらしたそうなんです。ですから、ああい

うときは、やはり委員長に一言、声をかけて、皆さん和気あいあいとや

りたい事業ですので、その点がちょっと残念だったんじゃないかなと。 

立川委員長  そうですね。６時からの反省会で、中学生を派遣してくれる方がいた

ので、私はそれを直接、言いました。午後から来る人もいる、朝から来

る人もいる。ただ、どこにどういうふうに行くのか。午後から来るんだ

ったら、「私は午後から来るこういう者です」とちゃんと徹底して言え
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という指導をお願いしますと。せっかく半日なり１日なりいるから、楽

しく、みんなで助け合っていきたいから、そういったことははっきり指

導してくださいよ、来年からよろしくお願いしますということでお願い

してきました。 

宮 澤 委 員   わかりました。でも、本当は私たちも早くに気がつけばよかったんで

すけれども、それが最後のほうになってしまったのがちょっと残念に思

いました。 

 よかったことは、全員で昼休みをとれたということを上のほうの方に

よろしくお伝え願いたいと思います。最初の皆さんの顔合わせのような

ものだったので、ここで何か親睦が図れたんじゃないかなと、ちょっと

感心いたしました。どうもありがとうございました。笛と、ぶんぶんゴ

マが好評で、全部はけました。 

 以上です。 

菅 沼 委 員   １点、確認です。来年度の各館の予算、事業計画については議会にも

出されるので、本来はその前に我々は聞きたいんですが、１月２０日に

その辺の話は聞けるんでしょうか。次回が１月２０日なんですね。 

前島公民館長  一定の考え方をお示しすることは可能かと思います。ただ、最終的に

は予算審議が可決しないと決定にはなりませんが、その形で皆さんに報

告させていただくのは可能かと思います。 

菅 沼 委 員   では、１月２０日にある程度の報告があるわけですね。形式上は、い

わゆる公民館活動の企画立案等の審議をするということになっています

から、できれば、本来は当然、ここで審議をして、その後、上げるべき

だと私は思っておるんですが、そういう意味で、よろしくお願いします。 

前島公民館長  公民館長です。今までその辺ができてないのかもしれないんですが、

今、おっしゃったとおり、本来であれば私どもが予算を編成する前にご

意見を伺っておくのが一番適切な話だと思っています。ただ、今、既に

もう進んできてしまっておりますので、今後、来年度からになるかもし

れませんが、そういったことは考えていきたいと思います。 

立川委員長  そのほか、ございましょうか。 

牛込庶務係長  庶務係長です。２点ございます。 

 １点目が２月２５日木曜日に予定しておりました２月の審議会です。

佐々木先生が入試と重なってしまうということで、２月２４日でしたら

出席していただけるとのことでした。皆さんのご都合が合うようでした

ら日程変更をさせていただきたいと思いますが、２月２４日水曜日、時

間は同じく１０時から、皆さん、いかがですか。 

畠 山 委 員   何曜日ですか。 

牛込庶務係長  水曜日です。よろしいですか。 

 そうしましたら、２５日の予定を２４日、１日前に変更して実施させ

ていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ２点目です。１１月１４日に、先ほどもお話がありました関東甲信越

静公民館研究大会がございます。私たちは当日、準備等がございまして、

会場に先に入っておりますが、委員の皆様におかれましては１０時から
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開始です。９時半に受付を開始いたしますので、時間に間に合うように

直接、会場にお越しいただければと思いますので、よろしくお願いいた

します。当日は、お昼ご飯を食べる場所があまりないという情報があり

まして、昼食をお持ちいただいたほうがいいのかなと思うのですが、そ

れは個人にお任せしますので、よろしくお願いいたします。 

大 野 主 査   今、お弁当という話があったんですが、そのお弁当を食べる場所もな

かなか確保が難しい状況です。一応、会場内の観客席は飲食禁止なんで

すが、一歩出たロビーというか、ホワイエと呼んでいるところの椅子で

したら飲食は可能ということでしたので、そういったところをご活用し

てのお弁当です。 

 あと、周囲の飲食店は非常に数が少なくて、おそらく列ができるくら

いに混むんじゃないかという想定はしておるところです。 

 以上、報告です。 

立川委員長  準備は何もなしですか。 

大 野 主 査   他府県から来る方を優先に、申し込みのときにお弁当の受付はしたと

ころですが、事務局からは、都内の方については極力お弁当以外でとい

うことでした。お弁当を食べるスペース自体も、ほかの会場を借りて、

そこで１００人ぐらいを想定していたんですが、それ以上の申し込みが

あったので２部制にしたりしている状況で、お昼が大変困難な状況。 

立川委員長  ホワイエ自体は空いているわけですね。 

大 野 主 査   ホワイエは空いているんですが、椅子の数が限られていて、机はない

状況ですので。 

畠 山 委 員   会場ないし近所に駐車場はあるんですかね。 

大 野 主 査   本町分館の大野と申します。申し遅れましたが、私、都公連の職員部

会を担当しております。 

 周囲の駐車場は、コインパーキングがぽつりぽつりとはございます。 

立川委員長  あの裏の駐車場は、すぐいっぱいになっちゃいますよね。 

大 野 主 査   西側ですよね。 

立川委員長  裏に１５台ぐらい、とまれるスペースがあるんですね。だけど、あれ

はすぐいっぱいになっちゃう。 

大 野 主 査   そうですね。都内の方がどの程度、車で来られるかですね。 

前島公民館長  ルネこだいらで催し物をやっていると、すぐいっぱいになっていたり

するので、ちょっと難しいかなと思いますね。 

宮 澤 委 員   委員部会では、できるだけ電車、バスを利用してくださいという話は

出ておりますので、皆さん、小金井市は近いですし、直行のバスがあり

ますので、バスを利用していただきたいと思います。何しろ駐車場はな

いですし、食堂もほかの方たちでいっぱいですので、その旨が委員部会

でも出ましたので、小金井からはバスでも歩きでも自転車でも来られる

ので、よろしくお願いいたします。 

畠 山 委 員   小金井のどこから出ているんですか。 

宮 澤 委 員   小平南口行きのバスが北口から出ております。 

雨 宮 委 員   １番だったですかね。 
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宮 澤 委 員   私は日曜だけ乗るから、何番かは、ごめんなさい。西友の前あたりか

ら、日立電子・五間通り経由。そういうのでないと、ずっとぐるっと回

ってしまいます。花小金井へ行ってしまいますと、ちょっと時間がかか

りますので、そこを気をつけて。 

畠 山 委 員   日立経由で、３０分ぐらいで行けるんですか。 

宮 澤 委 員   そうですね。当日は混んでいますから３０分でしょうね。通常でした

ら、２０分から３０分の間ですかね。よくお墓に行くときに使いますの

で。 

立川委員長  次回は、関ブロを除けば１月２１日ですね。 

牛込庶務係長  ３者の会議が、まだ議会日程が出てないので。 

立川委員長  １２月にやる可能性があるんですか。１１月？ 

牛込庶務係長  １１月は議会が入ってしまうので、今からでは難しいというところで

ございます。図書館に確認して、また連絡を入れたいと思います。 

立川委員長  わかりました。 

牛込庶務係長  １１月は館長や課長などが対応できないので、申しわけありません

が、実施はなしということになります。 

立川委員長  ３者懇親会？ 

牛込庶務係長  合同会議ですね。 

立川委員長  では、何かありますか。どうぞ。 

若藤事業係長  連絡事項です。前回の審議会のときに、「月刊こうみんかん」に掲載

するために、今期の各委員の皆様に思いや抱負を２００字以内でいただ

きたいというお願いをいたしました。まだご提出してない方が何名かい

らっしゃるので、早いうちにご提出をお願いします。 

佐々木副委員長  写真を撮るというのはいつだっけ。 

若藤事業係長  写真は今日、撮ります。この後、残っていただいて、今日は今城委員

がいらっしゃらないんですが、４名、５名で分かれて写真を撮らせてい

ただきますので、解散後、少しお時間をいただきたいと思います。この

部屋の中で撮ります。 

 原稿をご提出いただいてない方は早めに公民館本館に、メールあるい

はファクス、手渡しでも結構ですが、いただければと思います。 

前島公民館長  もう一つ、よろしいですか。福祉会館の今後の方向性に関する説明会

が開かれます。１０月２９日木曜日、午後６時から午後８時まで、萌え

木ホールで行います。もう一つ、１１月１日日曜日、２時から３時まで、

福祉会館５階の保健会場で行います。詳しくは、どうする？ 今、配っ

ていただく？ 

若藤事業係長  チラシがございますので。 

前島公民館長  お配りします。先着順というのがありますから。 

 どこまで新たなことが説明できるかというところもありますが、開催

させていただきます。以上です。 

立川委員長  では、今日は終わります。お疲れさまでした。 

―― 了 ―― 

 


